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その他�
１０％�

札幌駅と大通が結ば
れ、人が集まり経済の
活性化につながる�

駅前の「顔」は地
上。地上に夢の
ある空間があれ
ばいい�

「あれば便利」だ
が多額の予算を
かけるまでの必要
性はない�

もっと具体的な活
用の方法を示して
ほしい�

地上も一緒に考え
てほしい�

あった方が良いとは
思うが、財政のこと
が心配�

冬の快適性
が高まり、バ
リアフリーが
進む�計画を白紙に�

戻すべき�
２１％�

事業に�
着手すべき�
４９％�

必要性は認める�
が当面着手する�
べきではない�
２１％�

中央分離帯などの樹木については、専
門家の調査の結果、①駅前通に残したま
ま工事をすることは不可能、②別の場所
に移植することは可能、③しかし、完成後
再び戻すことは木への影響が大きく、良好な
景観を作ることができないため、新たな若木
を植えることが適当である、との結果が出ま
した。この結果を踏まえたワークショップの
テーブル議論では、現在の木を別の場所に移
すことに反対する意見は少数でした。

続札
幌
駅
前
通
と

創
成
川
通
の

こ
れ
か
ら

特集

◎幅員／２０ｍ
◎総事業費／約２００億円（市の負担は約８０億円※）
※全区間・全事業を国の補助事業で行うとした場合の試算

札幌駅前通地下歩行空間

本誌１０月号でご紹介した、札幌駅前通地下
歩行空間と創成川通連続アンダーパス。１１月
に行われた、都心の交通を考える「市民１０００人
ワークショップ」では、この二つの事業につい
て議論が交わされました。これらの意見など
も参考にしながら決めた本市の基本的な方針
をご紹介します。この方針を基に今月下旬か
ら始まる市議会に新年度予算案を提出します。

※グラフの数値は小数第１位を四捨五入しています

地下歩行空間の整備についてどう考えますか？

◎区間／地下鉄南北線さっぽろ駅～
大通駅（北３条～大通）

◎延長／約４６５ｍ

テーブルの意見をふせんで整理

都心の将来を真剣に話し合い
ました

幅広い年齢層の一般参加
者、進行役、書記を合わ
せて、２日間で７００人以
上が参加しました（１１月
１４日、１５日 札幌メディ
アパークスピカ）

22004―�―広報さっぽろ


